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概要
　MOAMP-0756はＢＴＬ型、3Ｗ、ＡＢ級モノラルアンプで、
　TDA7056Aの評価基板です。
　4.5V～18Vの電源で動作しますので多用途で使え、
　半固定抵抗でゲインを調整できます。

38mm

38mm

説明書編集者からのお願い：
　間違い、解り難い所があれば、デジットスタッフに
　どんどん申し出てください。
　この説明書は予告無しで変更する事があります。
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TDA7056A

BTL方式

注意：
アンプを使用する場合は
必ず放熱対策をして下さい。



半固定抵抗でゲイン調整します

電源

RCAソケット

スピーカ

ボリューム

1芯シールド線

放熱用アルミ板

放熱板(アルミケースでも可)

配線接続例：

＊JP1のジャンパーは
　常時接続してください。

ゲイン調整用半固定

アルミシャーシを放熱にする場合の例：

＊アンプＩＣの足を曲れば、
　基板と面一になり付けやすい

アルミシャーシ全体で放熱

放熱用アルミ板

放熱板の例：

放熱用アルミ板
放熱板

注意：
　アンプを使用する場合は必ず放熱対策をして下さい。

ゲイン調整例：
　・半固定抵抗を右いっぱい（ゲイン最大）に回し、入力のボリュームで調整します。
　・ステレオの場合でも両アンプの半固定抵抗を右いっぱい（ゲイン最大）に回し、
　　入力のボリュームを同じ位置にしてから、半固定抵抗でバランスを微調整します。
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